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細やかに設魔じて支機し,.ている
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子どもの状況に応じて、1固別活動と集団活
動を適宣組み合わせて放課後等デイサービ
ス計画を作成している
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障害児相談支援事業所 11'》サービス担当者
会議にその子どもの状淑||こ精通した最もふ
さわしい者が参画してい1:,
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学校との情報共有(年 il鵬 :ヤ画・行事予定等
の交換、子どもの下校 ||||ギil刻の確認等)、 連
絡調整 (送迎時の対応"トラブル発生時の
連絡)を適切に行ってい lil)
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就学前に利丹]L′てし`た搬育所や幼稚園、認
定こども園、児童発達支援事業所等との間
で情報共有と相互理解に努めている
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学校を卒業し、放課後等デイサービス事業
所から障害福祉サービム事業所等へ移行
する場合、それまでのi;;|:|1援 内容等の情報を
提供する等している
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児童発達支援センター油|11'1発達障害者支援
センター等の専門機関(||:|:連携し、助言や研
修を受けている
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(地域自立支援)協議畿1岬へ積極的に参加
している

1 2

日頃から子どもの状況111黒護者と伝え合
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保護者からの子育てσ〕||||1111み等に対する相
談に適切に応じ、必要:|:||1肋言と支援を行つ
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1子どもや保護者からの
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|の体制を整備するとともli::、 子どもや保護者

|に周知し、書情があつた場合に迅速かつ適
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定期的に会報等を発行|“,,活動概要や行事
予定、連絡体制等の備1111服 |を子どもや保護者
に対して発信している

5

1,17 個人情報に十分注意し.■ ||¬いる ji

28
障がいのある子どもや・l:糖 1護者との意思の疎
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緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルを縦定し、職員や保護
者に周知している

非常災害の発生に備え、,定期的に避難、救
出その他必要な訓練を有つている

虐待を防止するため、:問|1員の研修機会を確
保する等、適切な対応1l1111している

どのような場合にやむ11!)ilキず身体拘束を行
うかについて、組織的|ム‖に定し、子どもや保
護者に事前に十分I:1誹 [鵬じ了解を得た上
で、放課後等デイサーゼス計画に記載して
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食物アレルギーの編 ヤtどもについて、医
師の指示書に基づく対1北 liがされている

{:14
ヒヤリハッ博 例集を作 1「 !|なして事業所内で共
有している
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